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平
成
15
年
８
月
30
日
発

行
の
広
報
な
が
れ
や
ま
「
財

政
事
情
特
集
号
」
を
指
標
と

し
た
①
23
年
間
の
単
年
度
収

支
の
赤
字
は
何
回
か
。
②
令

和
７
年
度
末
の
基
金
や
地
方

債
と
そ
の
増
減
は
。
③
令
和

８
年
度
当
初
予
算
の
予
算
要

望
と
予
算
計
上
の
差
で
あ
る

「
財
源
不
足
」
は
い
く
ら
か
。

財
政
部
長　
①
単
年
度

収
支
に
つ
い
て
、
こ
の
間
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
回
数
は
10

回
で
す
。
②
年
度
末
基
金
残

高
に
関
し
て
は
、
平
成
14
年

度
は
１
２
４
億
７
８
７
５
万

２
０
０
０
円
、
令
和
７
年
度

に
つ
い
て
は
94
億
４
７
９
２

万
６
０
０
０
円
で
あ
り
、
30

億
３
０
８
２
万
６
０
０
０
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
年
度
末

地
方
債
残
高
は
平
成
14
年
度

が
３
７
４
億
８
３
８
０
万
円
、

令
和
７
年
度
で
は
７
０
０
億

６
２
８
９
万
５
０
０
０
円
で

あ
り
、
３
２
５
億
７
９
０
９

万
５
０
０
０
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
③
令
和
７
年
度
で
は

42
億
７
１
９
１
万
３
０
０
０

円
、
令
和
８
年
度
で
は
68
億

８
７
９
０
万
８
０
０
０
円
で

あ
り
、
26
億

１
５
９
９
万

５
０
０
０
円

増
加
し
て
い

ま
す
。

日
本
共
産
党
　
お
だ
ぎ
り 

た
か
し

来
春
の
市
長
選
に
向
け

�

政
策
論
戦
を

空
家
法
の
改
正
を
踏
ま

え
、
本
市
で
は
令
和
８
年
４

月
に
「
流
山
市
管
理
不
全
空

家
等
及
び
特
定
空
家
等
の
判

断
の
手
引
き
」
が
策
定
さ
れ

た
。①「
管
理
不
全
空
家
等
」

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
強
化
が
図
ら
れ
て
い

る
の
か
。
②
現
在
ま
で
の
運

用
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

①
令
和
５
年
の
空
家
等
対
策

特
別
措
置
法
改
正
に
伴
い
、

将
来
的
に
特
定
空
家
等
に
該

当
す
る
恐
れ
の
あ
る
空
家
に

つ
い
て
も
管
理
不
全
空
家
等

と
し
て
認
定
し
、
指
導
・
勧

告
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
改
正
を
受
け
策
定
し

た
手
引
き
に
基
づ
き
、
周
辺

へ
の
悪
影
響
が
継
続
し
て
い

る
空
家
へ
の
管
理
不
全
空
家

等
の
認
定
や
指
導
、
勧
告
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

勧
告
を
受
け
た
管
理
不
全
空

家
等
は
、
住
宅
用
地
に
係
る

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

の
軽
減
措
置
の
適
用
対
象
外

と
な
り
、
所
有
者
な
ど
に
対

し
よ
り
実
効
性
の
あ
る
改
善

の
働
き
か
け
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
②
長
期
間
改
善
さ
れ

ず
管
理
不
全
空
家
等
に
認
定

し
た
件
数
は
４
件
で
す
。
今

後
も
、
法
令
に
基
づ
き
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

流
政
会
　
坂
巻
　
儀
一

空あ
き

家や

の

�

適
正
管
理
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
に
決
定
・

実
施
し
た
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購

入
支
援
事
業
補
助
金
が
わ
ず

か
１
年
で
終
了
し
た
。
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
負
担
軽
減
が

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
置
き

配
で
は
破
損
や
盗
難
、
配
達

物
が
雨
に
濡
れ
る
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
あ
る
た

め
、
復
活
す
べ
き
で
は
。

環
境
部
長　
令
和
７
年

度
に
実
施
し
た
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
購
入
支
援
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
物
品
の
再
配
達

の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

に
よ
る
、
配
達
車
両
か
ら
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の

た
め
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。
令
和
７
年
度
の

実
績
と
し
て
は
、
計
57
件
の

申
請
が
あ
り
、
３
月
19
日
受

付
分
を
も
っ
て
予
算
額
50
万

円
に
達
し
た
た
め
、
同
補
助

金
は
終
了
し
ま
し
た
。
年
間

の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
量

は
57
世
帯
分
で
約
２
３
８
キ

ロ
グ
ラ
ム
と
見
込
ま
れ
、
一

定
の
効
果
を
上
げ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
令
和
８
年

度
は
、
昨
年
度
の
実
施
結
果

を
検
証
す
る
期
間
と
し
て
お

り
、
令
和
９
年
度
の
実
施
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

流
山
み
ら
い
　
藤
井
　
俊
行

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
支
援
事
業

�

補
助
金
の
復
活
を
！

令
和
８
年
８
月
13
日
の

大
雨
に
よ
り
、
市
内
で
は
道

路
冠
水
お
よ
び
住
家
な
ど
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
短

時
間
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
内

水
氾
濫
か
ら
、
市
民
の
安
全

を
確
保
し
得
る
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
今
回
の
経
験
を

今
後
の
災
害
対
策
に
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
今
回

の
千
葉
豪
雨
に
つ
い
て
は
、

当
日
関
係
し
た
各
課
で
初
動

体
制
や
情
報
の
共
有
、
避
難

所
開
設
の
判
断
な
ど
一
連
の

対
応
を
整
理
し
、
何
が
機
能

し
て
何
が
課
題
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
検
証
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
、

そ
の
後
も
大
雨
や
地
震
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に

私
を
含
め
防
災
危
機
管
理
課

内
で
対
応
に
つ
い
て
振
り
返

り
を
行
っ
て
お
り
、
情
報
発

信
や
自
主
避
難
所
の
設
置
な

ど
、
既
に
改
善
し
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
災
害
対
応
を
含
め
て
、�

常
に
検
証
・
見
直
し
・
実
行
、

そ
し
て
再
検
証
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、

本
市
の
災
害
対
応
体
制
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

流
政
会
　
川
本
　
大
岳

千
葉
豪
雨
に
お
け
る

�
災
害
対
応
体
制
に
つ
い
て

①
東
部
・
北
部
の
病
院

新
設
計
画
は
そ
の
後
ど
う
か
。

②
小
児
科
の
企
業
等
立
地
奨

励
金
の
成
果
は
。
③
小
児
医

療
が
偏
在
し
て
い
る
認
識
は

あ
る
か
。
④
団
塊
世
代
の
後

期
高
齢
者
化
に
伴
う
現
訪
問

診
療
体
制
を
ど
う
評
価
す
る

か
。
⑤
訪
問
診
療
の
市
内
開

業
を
促
す
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　
①
東�

部
地
域
は
、
建
設
費
高
騰
な

ど
で
実
現
困
難
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
北
部
地
域

は
、
病
院
開
設
の
土
地
が
確

保
さ
れ
て
お
ら
ず
困
難
と
捉

え
て
い
ま
す
。
③
地
域
的
偏

在
が
あ
る
と
は
認
識
し
て
い

ま
せ
ん
。
④
訪
問
診
療
体
制

が
不
足
し
て
い
る
認
識
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
携
わ
る
方
の

負
担
軽
減
も
含
め
た
議
論
や
、

み
と
り
の
研
修
会
な
ど
に
よ

り
、
在
宅
療
養
者
へ
の
支
援

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
⑤

訪
問
診
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
誘
致

や
市
内
開
業
促
進
施
策
の
実

施
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

訪
問
看
護
師
オ
ン
コ
ー
ル
対

応
体
制
整
備
事
業
に
て
補
助

金
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

経
済
振
興
部
長　
②
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
８
年
８
月
ま

で
に
９
件
交
付
し
、
令
和
９

年
度
ま
で
の
予
定
を
含
め
る

と
、
12
件
の
見
込
み
で
す
。

楠
山
　
栄
子

本
市
の
医
療
体
制
は

�

十
分
か

①
本
市
は
公
園
を
ど
の�

よ
う
な
も
の
と
考
え
る
か
。

国
の
調
査
で
は
、
公
園
は
こ

ど
も
が
放
課
後
や
休
日
に
過

ご
す
重
要
な
居
場
所
と
し
て

い
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

②
こ
う
の
す
台
５
号
公
園
と

こ
う
の
す
台
子
ど
も
の
遊
び

場
の
雑
草
が
腰
程
度
に
ま
で

伸
び
た
要
因
と
管
理
体
制
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

�

①
公
園
は
、
こ
ど
も
に
限
ら

ず
、
全
て
の
市
民
の
休
息
や

散
策
、
ス
ポ
ー
ツ
、
交
流
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支

え
る
重
要
な
都
市
施
設
と
し

て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形

成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
動
を
支
え
る
だ
け
で
な

く
、
災
害
時
の
避
難
場
所
や

防
災
拠
点
、
生
物
多
様
性
に

寄
与
す
る
場
な
ど
と
し
て
、

多
様
な
機
能
を
有
す
る
都
市

の
重
要
な
施
設
と
考
え
て
い

ま
す
。
②
管
理
者
が
異
な
る

こ
と
に
よ
り
除
草
時
期
が
合

わ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
対
応

に
時
間
を
要
し
た
要
因
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ

う
の
す
台
５
号
公
園
お
よ
び

こ
う
の
す
台
子
ど
も
の
遊
び

場
の
草
刈
り
を
一
体
で
行
う

よ
う
に
す
る
な
ど
、
草
刈
り

方
法
の
改
善
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

清
水
　
大

公
園
と
子
ど
も
の

�

遊
び
場
に
つ
い
て
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答  　

　令和８年第３回定例会において可決された議員提出の議案
（発議）は、次のとおりです。

◆発議第１1号◆� �
主要地方道松戸野田線の流山市域における新川耕地の4車
線化等の渋滞対策を求める意見書について
◆発議第12号◆� �
化学物質過敏症に関する対策強化を求める意見書について
◆発議第14号◆� �
核兵器禁止条約第1回締約国会議へのオブザーバー参加を求
める意見書について
◆発議第18号◆� �
地域経済を支える小規模事業者等へのインボイス制度の影
響把握を求める意見書について
◆発議第19号◆� �
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
◆発議第20号◆� �
国における2027年度教育予算拡充に関する意見書について
◆発議第21号◆� �
流山市における小中学校給食費完全無償化に向けた千葉県
および国への財政負担を求める意見書について

議員提出の可決議案

発議の内容については、
市議会ホームページをご覧ください。


